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(百万円未満切捨て)
１．2025年３月期の連結業績（2024年４月１日～2025年３月31日）
（１）連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

営業収益 純営業収益 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年３月期 7,662 3.5 7,643 3.5 2,074 4.0 2,153 2.6 1,915 33.9

2024年３月期 7,402 7.7 7,386 7.7 1,994 30.3 2,098 30.7 1,430 61.0
(注) 包括利益 2025年３月期 1,624百万円(△15.2％) 2024年３月期 1,915百万円( 94.6％)

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2025年３月期 343.86 － 14.6 1.9 27.1

2024年３月期 259.93 － 12.3 2.5 26.9
(参考) 持分法投資損益 2025年３月期 －百万円 2024年３月期 －百万円

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2025年３月期 125,860 13,800 11.0 2,440.62

2024年３月期 99,476 12,471 12.5 2,264.01
(参考) 自己資本 2025年３月期 13,800百万円 2024年３月期 12,471百万円

（３）連結キャッシュ・フローの状況
営業活動による

キャッシュ・フロー
投資活動による

キャッシュ・フロー
財務活動による

キャッシュ・フロー
現金及び現金同等物

期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

2025年３月期 1,765 △827 △407 8,137

2024年３月期 1,951 16 △308 7,654

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
(連結)

純資産
配当率
(連結)第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2024年３月期 － 0.00 － 69.50 69.50 405 26.7 3.3

2025年３月期 － 0.00 － 86.00 86.00 516 25.0 3.7

2026年３月期(予想) － － － － － －

・当社グループは、下記「３.2026年３月期の連結業績予想」における事由により、2026年３月期の配当予想額は未
定であるため、記載しておりません。

３．2026年３月期の連結業績予想（2025年４月１日～2026年３月31日）
・当社グループは商品市場、証券市場及び為替市場等において多角的に商品デリバティブ取引業及び金融商品取引業
を展開しており、また当該市場には経済情勢、相場環境等に起因するさまざまな不確実性が存在しております。この
ため当社グループは、業績予想の記載は行っておりません。それに代えて、決算数値が確定したと考えられる時点で
四半期及び通期の業績速報値の開示を実施してまいります。



※ 注記事項

（１）期中における連結範囲の重要な変更 ： 有

新規 ―社 (社名) ― 、除外 1社 (社名)YUTAKA SHOJI MALAYSIA SDN.BHD.

（注）詳細は、添付資料15ページ「３.連結財務諸表及び主な注記(５)連結財務諸表に関する注記事項（連結財務諸
表作成のための基本となる重要な事項）」等をご覧ください。

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（注）詳細は、添付資料17ページ「３.連結財務諸表及び主な注記(５)連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の
変更）」等をご覧ください。

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2025年３月期 8,897,472株 2024年３月期 8,897,472株

② 期末自己株式数 2025年３月期 3,243,121株 2024年３月期 3,389,082株

③ 期中平均株式数 2025年３月期 5,569,474株 2024年３月期 5,502,780株

（注）１株当たり当期純利益の算定となる株式数については、添付資料23ページ(１株当たり情報)をご覧ください。

(参考) 個別業績の概要
１．2025年３月期の個別業績（2024年４月１日～2025年３月31日）
（１）個別経営成績 (％表示は対前期増減率)

営業収益 純営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年３月期 7,690 3.8 7,672 3.8 2,178 4.3 2,265 3.9 1,684 21.4

2024年３月期 7,407 7.3 7,393 7.4 2,087 26.9 2,181 25.8 1,388 34.4

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭

2025年３月期 302.51 －

2024年３月期 252.26 －

（２）個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2025年３月期 125,794 13,573 10.8 2,400.62

2024年３月期 98,488 12,475 12.7 2,264.89

(参考) 自己資本 2025年３月期 13,573百万円 2024年３月期 12,475百万円

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
・本資料に記載されている今後の見通し等の将来に関する記述は、当社グループが現在入手している情報及び合理
的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性がありま
す。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料５ページ
「(４)今後の見通し」をご覧ください。
・当社グループは、2025年５月23日(金曜日)に「2025年３月期連結決算会社説明資料」を当社ホームページに掲載
する予定です。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

財政状態及び経営成績の状況

当連結会計年度における我が国経済は、通期を通して内需主導の緩やかな回復が見られました。企業活動の活発

化やインバウンド需要の回復を背景に、大企業・非製造業の景況感は高水準を維持し、大企業・製造業も一部のハ

イテク関連や素材産業を中心に改善の動きがありました。一方で、業種によって景況感の二極化が進み、米国の通

商政策への警戒感が製造業の一部において景況感を押し下げました。先行きの経済は、好調な企業収益を背景とし

た賃上げや設備投資の拡大により、個人消費の下支えが期待されるものの、米国の関税引き上げに起因する輸出減

少や企業収益の下押しが、民需を抑制し景気は減速する見通しであります。

一方、世界経済は、米国では個人消費が底堅さを見せる局面もありましたが、高金利や物価上昇の影響により、

年後半にかけて徐々に消費の勢いは鈍化しております。米国供給管理協会（ＩＳＭ）景況感指数は製造業・非製造

業ともに年初から低下傾向にあり、企業マインドも悪化しております。中国では、年初こそ政策効果を背景に内需

が持ち直したものの、個人消費や固定資産投資は通期を通して力強さを欠き、企業の景況感も総じて低迷しており、

輸出は一部の分野で好調を維持したものの、内需の低迷が景気の重荷となっております。先行きは、米国では関税

引き上げに伴うコスト増加や物価上昇が個人消費・設備投資を抑制し、景気は減速傾向を辿る見込みでありますが、

一部では減税や規制緩和への期待が下支え要因となる可能性もあり、中国では、景気刺激策の実効性や規模が限定

的であるため、内外需ともに回復力は弱く、景気は引き続き減速する見通しであります。

証券市場においては、取引所株価指数取引(くりっく株365)は、米国の根強いインフレを背景として米連邦準備制

度理事会(ＦＲＢ) による利下げ観測が後退したことや、イスラエルによるイラン大使館周辺の空爆などの中東情勢

緊迫化を受けて下落、一時37,000円を割り込みました。５月に入るとＮＹダウが高値を更新して40,000ドル台まで

上昇、国内市場も追随する動きを見せましたが、その後は長期金利の上昇が圧迫要因となり軟調な推移となりまし

た。６月は39,000円を中心としたもみ合いを経て、円安ドル高を背景に月末にかけて上値を追う展開となりまし

た。７月の前半はＦＲＢの早期利下げへの期待を背景にＮＹダウが上昇、円安ドル高も支援要因となり過去最高値

を更新して42,000円台まで上昇しました。しかしその後は急速に円高ドル安が進行、ＮＹダウの下落も嫌気され急

落場面となりました。８月の前半も円高ドル安の流れに押されて続落場面となり約10ヶ月ぶりに安値を更新、一方

で急落に対する反動も大きく、月後半では７月末の水準まで戻すなど不安定な相場展開となりました。９月前半も

ＦＲＢが0.5%の利下げに踏み切るとの見方から、為替が一時140円を割り込むなど、円高ドル安を背景に35,000円台

まで下落しましたが、実際に0.5%の利下げを決定すると米国景気のソフトランディング期待からＮＹダウが上昇、

国内市場も堅調な推移となりました。10月には米国で景気の底堅さを示す経済指標の発表が相次いだことから、日

本株市場もリスクオン選好の動きとなり上昇、約３ヶ月ぶりに40,000円を上回りましたが40,000円は抵抗ラインと

して意識され、その後は調整場面から38,000円割れまで下落しました。11月に入り米国大統領選挙でトランプ前大

統領が勝利したことから、財政出動を期待する「トランプ・トレード」を意識した買いにより上昇しましたが、そ

の後は関税強化の方針が投資家心理の悪化を誘い、再度38,000円を割り込みました。12月に入ると為替市場での円

安ドル高進行を背景に下値を切り上げる動きとなりましたが、引き続き抵抗ラインが継続して１月には38,000円台

を試す動きとなりました。その後も38,000円から40,000円のレンジを意識した動きとなりましたが、２月後半に為

替が150円を割り込んだことからレンジを下抜いて３月には36,000円台まで下落しました。その後は調整場面から値

を戻す場面もみられたものの、米国による「相互関税」の導入を控え、景気後退懸念を背景に月末には一時36,000

円を割り込みました。

商品市場においては、原油は中東情勢の悪化による供給不安が高まる中、下値を切り上げて80,000円台まで上昇

するなど堅調な足取りとなりました。しかし５月に入ると、イスラエルとイスラム組織ハマスとの休戦実現に向け

た期待感や米国原油在庫の増加を背景に、海外市場が急落したことから75,000円台まで下落しました。その後は

徐々に値を戻しましたが６月に入り、石油輸出国機構（ＯＰＥＣ）加盟国とロシアなど非加盟産油国でつくるＯＰ

ＥＣプラスの閣僚級会合が開催され、現行の協調減産を2025年末まで延長することで合意したものの、一部の減産

については10月以降、減産規模を徐々に縮小する枠組みを設定したことから、海外市場が急落、国内市場も追随し

て一時72,000円を割り込みました。しかし売り一巡後は、ウクライナ情勢や中東情勢を巡る地政学的リスクが意識

されて急反発場面となり、再度80,000円台を回復しました。その後は中国の消費減速を背景とした原油需要減退懸

念が台頭して下落、８月には米国株式市場が大きく下落する中、原油相場にもリスク回避の動きが強まった事から

急落場面となり、64,000円を割り込みました。その後も引き続き地政学的リスクが下支えとなり70,000円台を回復
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する場面も見られましたが、９月に入りＯＰＥＣが2024年と2025年の世界石油需要見通しを２ヶ月連続で引き下げ

たことが圧迫要因となり、60,000円台前半まで下落しました。10月に入るとイランがイスラエルにミサイル攻撃を

行い、地政学的リスクの高まりから急伸場面となり一時70,000円台まで上昇しましたが、イスラエルの反撃が限定

的であったことから、その後はおおよそ65,000円から69,000円での推移となり、保ち合い相場が続いた後、12月に

シリアのアサド政権が崩壊したことから中東情勢不安定化への懸念が台頭、日銀の金融政策決定会合での金利据え

置きによる円安ドル高も上昇要因となり１月半ばには74,000円台に到達しました。しかしその後は、パレスチナ・

ガザ地区の停戦合意が成立したことや、ウクライナ停戦を巡る米露高官協議が行われたことから地政学的リスクが

後退して反落、３月にはＯＰＥＣプラスが自主減産を予定通り４月から段階的に縮小すると発表したことも圧迫要

因となり、60,000円台まで下落しました。年度末にかけては米国が対イラン制裁を強めるなど、中東の地政学的リ

スクの高まりから供給への懸念が台頭、65,000円台で取引を終えました。

金はイスラエルがシリアのイラン大使館周辺を空爆したことを受けて、中東情勢を巡る地政学的リスクが一段と

高まり、国内外ともに最高値を更新する動きとなりました。５月に入り米国の経済指標がインフレ鈍化傾向を示し

たことから円高ドル安が加速、東京金は一時11,180円まで急落しました。しかし中東の地政学的リスクの再燃や、

イラン大統領の事故死などを受けて堅調に推移、12,000円台まで上昇しました。６月に入ると中国人民銀行（中央

銀行）が１年半続けてきた金準備高の増加が５月で一時停止したことが明らかとなり12,000円を割り込む場面も見

られたものの円安ドル高を背景に堅調に推移、米国の９月利下げ開始予想も支援要因となり、12,679円と過去最高

値を更新しました。その後は中国の金需要減退懸念や円高ドル安が圧迫要因となり軟調に推移、８月早々には急激

な円高ドル安と株安を受けて商品市場にも売り圧力が加わり、一時11,000円を割り込む暴落場面となりました。そ

の後は中東の地政学的リスクへの警戒や為替市場が大幅に円安ドル高に振れたことから投機資金が流入、12,000円

手前まで値を戻すなどボラティリティの高い状況が続きました。９月に入るとＦＲＢが通常の２倍にあたる0.5%の

利下げを決定したことが金利のつかない金の支援要因となり、ＮＹ市場で2,708.7ドルと過去最高値を更新、国内市

場も追随する動きから12,600円台を回復しました。10月に入ると修正を経た後、急激な円安ドル高を背景に連日過

去最高値を更新して13,819円まで上昇、ＮＹ市場も過去最高値となる2,800ドル台まで上昇しました。その後は利益

確定の売りなどの持ち高調整で軟調に推移、米国大統領選挙ではトランプ前大統領が圧勝したことから政策実現性

が高まるとの見方が強まり、「トランプ・トレード」が誘発されたことも圧迫要因となりました。12月に入り、シ

リアのアサド政権崩壊による地政学的リスクや、中央銀行が11月に７ヶ月ぶりとなる金購入を再開したことなどを

受けて反発、ＮＹ市場では一時2,600ドルを割り込む場面も見られたものの、国内市場は円安基調を背景に上昇しま

した。１月に入っても中国の金購入が好感され続伸、引き続き地政学的リスクも意識されて２月には14,500円台ま

で上昇しました。その後は修正場面から一時14,000円を割り込みましたが、円安ドル高を背景に上昇に転じて連日

高値を更新、３月後半には15,000円台に至りました。

為替市場においては、底堅い米国経済情勢を背景にＦＲＢ議長が政策金利を当面の間、現行水準を維持する方針

を示唆したことから利下げ観測が後退、また、日銀の金融政策決定会合を受けて緩和的な金融政策が継続する見方

が強まったことから、160円台前半まで円安ドル高が進行しました。５月に入り高値警戒感の中でＩＳＭ景況感指数

などの米国主要指標が市場予想を下回ったことを受けて急落場面となり、一時151円台後半へ調整安となりました

が、その後はＦＲＢと日銀の金融政策を巡るスタンスの違いが意識され、再び157円台半ばへ円安ドル高が進みまし

た。６月は一進一退の動きを経た後、日銀が国債買い入れの減額を先送りしたことなどから37年半ぶりとなる161円

台まで円安ドル高が進行しました。７月に入ると日米金利差の縮小を背景に円高ドル安が進行、ＦＲＢが９月の利

下げ開始を示唆した一方で、日銀が追加利上げと長期国債買い入れ減額を発表したことも円高ドル安に拍車をかけ

ました。８月には日銀高官が利上げを急がない姿勢を示したことで一時的に円が反落しましたが、９月に入り軟調

な米国の経済指標を受けて再び円高ドル安が進み、一時140円を割り込みました。月後半の自民党総裁選では、当初

円売りドル買いが強まり、146円台に達しましたが、決選投票後に143円台まで急落するなどボラティリティの高い

展開となりました。10月に入ると石破首相の「追加の利上げをする環境にはない」との発言や、米国雇用関連指標

の強さを背景に大きく円安ドル高が進行しました。11月にはトランプ前大統領の勝利を経て、共和党が上下両院を

制する見通しやＦＲＢ高官の利下げ慎重姿勢を背景に156円台後半まで上昇しましたが、その後は日銀の早期追加利

上げ観測が浮上、11月末には一時150円を割り込む展開となりました。12月に入るとＦＲＢが堅調な経済指標やイン

フレ再燃への警戒から利下げペース鈍化を示唆したことや、日銀の金融政策決定会合では植田総裁が利上げに慎重

な姿勢を示したことから円安ドル高が進行、１月初旬には158円台後半に達しました。しかしその後は日銀が追加利

上げを実施したことにより日米両国の金利差が縮小、２月の前半には一時150円台後半まで円高ドル安が進みまし
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た。その後も修正を繰り返しながら円高ドル安トレンドが継続、３月上旬には米国がカナダ、メキシコへの関税賦

課を実施すると表明したことから146円台半ばまで円高ドル安が進行しました。その後は堅調な米国経済指標を背景

に151円台まで反発しました。

このような環境のもとで、当社グループの当連結会計年度の商品デリバティブ取引の総売買高1,269千枚(前年同

期比3.7％増)及び金融商品取引の総売買高2,335千枚(前年同期比19.9％減)となり、受入手数料7,537百万円(前年同

期比2.8％増)、トレーディング損益27百万円の利益(前年同期は16百万円の損失)となりました。

以上の結果、当連結会計年度の業績は営業収益7,662百万円(前年同期比3.5％増)、純営業収益7,643百万円(前年

同期比3.5％増)、経常利益2,153百万円(前年同期比2.6％増)、親会社株主に帰属する当期純利益1,915百万円(前年

同期比33.9％増)となりました。

今後の安定的な収益拡大に向け、商品デリバティブ取引、取引所株価指数証拠金取引「ゆたかCFD」及び取引所為

替証拠金取引「Yutaka24」を３本柱とし、特に取引所株価指数証拠金取引「ゆたかCFD」等の金融商品取引は急成長

の途にあり、引き続き大きく成長させるよう注力してまいります。また、中期経営計画に基づき、早期の東京証券

取引所会員資格取得を目指し、既存の経営資源・知的財産の更なる充実を図るとともに、有価証券等取扱いのため

の資源配分を進め、2023年度から2025年度までを計画期間としております。

なお、後記「３.連結財務諸表及び主な注記 (セグメント情報等)」に掲記したとおり、当社グループの事業セグ

メントは、主として商品デリバティブ取引の受託及び自己売買、並びに金融商品取引の受託及び自己売買の商品デ

リバティブ取引業等の単一セグメントであり重要性が乏しいため、セグメント情報の記載を省略しております。

（２）当期の財政状態の概況

当連結会計年度末の資産総額は125,860百万円、負債総額は112,060百万円、純資産13,800百万円となっておりま

す。

当連結会計年度末の資産総額125,860百万円は、前連結会計年度末99,476百万円に比べて26,384百万円増加してお

ります。この内訳は、固定資産が438百万円減少したものの、流動資産が26,822百万円増加したものであり、主に

「投資有価証券」が317百万円減少したものの「保管有価証券」が1,633百万円、「差入保証金」が16,003百万円、

「委託者先物取引差金」が6,381百万円それぞれ増加したものであります。

当連結会計年度末の負債総額112,060百万円は、前連結会計年度末87,005百万円に比べて25,054百万円増加してお

ります。この内訳は、固定負債が259百万円、特別法上の準備金が147百万円それぞれ減少したものの、流動負債が

25,462百万円増加したものであり、主に「預り証拠金」が18,523百万円、「金融商品取引保証金」が9,354百万円そ

れぞれ増加したことによるものであります。

当連結会計年度末の純資産13,800百万円は、前連結会計年度末12,471百万円に比べて1,329百万円増加しておりま

す。この内訳は、主にその他の包括利益累計額が290百万円減少したものの、株主資本が1,620百万円増加したこと

によるものであります。

なお、当連結会計年度末の自己資本比率は11.0％(前連結会計年度末は12.5％)となっております。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当連結会計年度末における連結ベースの現金及び現金同等物(以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比

べて482百万円の増加となり、8,137百万円となりました。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当連結会計年度における営業活動による資金の取得は、1,765百万円（前年同期は1,951百万円の取得）となりま

した。これは「委託者未収金」の減少、「差入保証金」の増加、「委託者先物取引差金」の増加及び未払委託者取

引差金」の減少による資金の使用等があったものの、「預り証拠金」及び「金融商品取引保証金」の増加による資

金の取得等によるものであります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当連結会計年度における投資活動による資金の使用は、827百万円（前年同期は16百万円の取得）となりました。

これは、投資有価証券の売却による収入があったものの、投資有価証券の取得及び有価証券の取得による支出等に

よるものであります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当連結会計年度における財務活動による資金の使用は、407百万円（前年同期は308百万円の使用）となりまし

た。これは主に配当金の支払によるものであります。
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（４）今後の見通し

当社グループは商品市場、証券市場及び為替市場等において多角的に商品デリバティブ取引業及び金融商品取引

業を展開しており、また当該市場には経済情勢、相場環境等に起因するさまざまな不確実性が存在しております。

このため当社グループは、業績予想の記載は行っておりません。それに代えて、決算数値が確定したと考えられる

時点で四半期及び通期の業績速報値の開示を実施いたしてまいります。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは、連結財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性等を考慮し、日本基準を適用しており

ます。

なお、国際会計基準の適用につきましては、国内外の諸情勢を考慮の上、適切に対応していく方針であります。



豊トラスティ証券株式会社(8747) 2025年３月期 決算短信

6

３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当連結会計年度
(2025年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 ※1 7,978,707 ※1 8,470,274

委託者未収金 32,732 17,544

有価証券 ― 1,000,000

約定見返勘定 1,545 4,130

保管有価証券 ※1 26,863,192 ※1 28,497,071

差入保証金 48,404,460 64,408,306

委託者先物取引差金 ※2 9,380,928 ※2 15,762,380

その他 306,116 ※1 1,632,570

貸倒引当金 △196 △2,162

流動資産合計 92,967,486 119,790,116

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 ※1 2,869,264 ※1 2,875,974

減価償却累計額 △2,029,037 △2,080,177

建物及び構築物（純額） 840,226 795,797

器具及び備品 375,220 332,818

減価償却累計額 △248,027 △228,569

器具及び備品（純額） 127,193 104,249

土地 ※1 2,098,378 ※1 2,098,378

リース資産 6,245 12,629

減価償却累計額 △173 △1,991

リース資産（純額） 6,071 10,637

有形固定資産合計 3,071,870 3,009,062

無形固定資産

その他 166,163 121,592

無形固定資産合計 166,163 121,592

投資その他の資産

投資有価証券 ※1 2,330,716 ※1 2,012,878

長期差入保証金 251,520 217,683

長期貸付金 4,257 4,238

その他 856,503 885,619

貸倒引当金 △171,720 △180,299

投資その他の資産合計 3,271,277 2,940,121

固定資産合計 6,509,311 6,070,777

資産合計 99,476,798 125,860,893
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当連結会計年度
(2025年３月31日)

負債の部

流動負債

委託者未払金 1,358,261 ―

短期借入金 ※1 700,000 ※1 700,000

リース債務 1,144 2,549

未払法人税等 556,154 347,562

賞与引当金 188,434 175,384

役員賞与引当金 65,000 78,000

預り証拠金 41,323,997 59,847,132

預り証拠金代用有価証券 26,863,192 28,497,071

金融商品取引保証金 10,897,657 20,251,964

その他 2,983,369 499,747

流動負債合計 84,937,212 110,399,412

固定負債

リース債務 5,534 9,151

繰延税金負債 285,888 185,847

株式給付引当金 91,682 138,251

役員株式給付引当金 128,549 79,145

役員退職慰労引当金 172,670 172,670

訴訟損失引当金 224,921 163,500

退職給付に係る負債 837,084 793,618

その他 89,803 34,068

固定負債合計 1,836,134 1,576,254

特別法上の準備金

商品取引責任準備金 ※3 197,689 ※3 40,273

金融商品取引責任準備金 ※3 34,730 ※3 44,826

特別法上の準備金合計 232,419 85,099

負債合計 87,005,766 112,060,766

純資産の部

株主資本

資本金 1,722,000 1,722,000

資本剰余金 1,106,419 1,257,794

利益剰余金 10,579,560 12,089,193

自己株式 △1,781,638 △1,822,560

株主資本合計 11,626,340 13,246,426

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 783,478 491,725

為替換算調整勘定 40,434 ―

退職給付に係る調整累計額 20,778 61,975

その他の包括利益累計額合計 844,691 553,701

純資産合計 12,471,032 13,800,127

負債純資産合計 99,476,798 125,860,893
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

当連結会計年度
(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

営業収益

受入手数料 7,333,014 7,537,338

トレーディング損益 △16,230 27,778

その他の営業収益 85,359 97,000

営業収益計 7,402,143 7,662,117

金融費用 15,150 18,311

純営業収益 7,386,993 7,643,806

販売費及び一般管理費

取引関係費 772,589 761,956

人件費 ※1 3,450,030 ※1 3,580,732

不動産関係費 271,075 279,824

事務費 16,689 18,152

減価償却費 153,704 151,852

租税公課 99,384 101,494

貸倒引当金繰入額 ― 20,132

その他 629,469 655,395

販売費及び一般管理費合計 5,392,943 5,569,540

営業利益 1,994,050 2,074,265

営業外収益

受取利息 37,560 22,451

受取配当金 50,126 54,419

為替差益 3,238 ―

貸倒引当金戻入額 5,131 ―

その他 14,547 15,164

営業外収益合計 110,604 92,035

営業外費用

為替差損 ― 8,125

投資事業組合運用損 6,103 4,378

貸倒引当金繰入額 ― 485

権利金償却 282 48

その他 228 9

営業外費用合計 6,614 13,045

経常利益 2,098,040 2,153,255
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(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

当連結会計年度
(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

特別利益

固定資産売却益 ※2 1,294 ※2 ―

投資有価証券売却益 173,337 393,847

商品取引責任準備金戻入額 ― 157,415

訴訟損失引当金戻入額 ― 13,421

保険解約返戻金 6,022 4,762

為替換算調整勘定取崩益 ― 55,064

特別利益合計 180,654 624,511

特別損失

固定資産除売却損 ※3 8,464 ※3 ―

投資有価証券評価損 ― 98,055

訴訟損失引当金繰入額 65,984 ―

金融商品取引責任準備金繰入額 8,672 10,095

減損損失 153 ―

リース解約損 ― 3,766

特別損失合計 83,274 111,916

税金等調整前当期純利益 2,195,421 2,665,850

法人税、住民税及び事業税 802,044 731,327

法人税等調整額 △36,945 19,406

法人税等合計 765,099 750,733

当期純利益 1,430,321 1,915,116

親会社株主に帰属する当期純利益 1,430,321 1,915,116
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連結包括利益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

当連結会計年度
(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

当期純利益 1,430,321 1,915,116

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 470,939 △291,753

為替換算調整勘定 23,046 △40,434

退職給付に係る調整額 △9,194 41,197

その他の包括利益合計 ※1 484,792 ※1 △290,990

包括利益 1,915,113 1,624,125

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 1,915,113 1,624,125
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度(自 2023年４月１日 至 2024年３月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 1,722,000 1,106,419 9,458,460 △1,789,171 10,497,708

当期変動額

剰余金の配当 △309,221 △309,221

親会社株主に帰属す

る当期純利益
1,430,321 1,430,321

自己株式の処分 7,616 7,616

自己株式の取得 △83 △83

株式給付信託による

自己株式の処分
―

株式給付信託による

自己株式の取得
―

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 ― ― 1,121,099 7,533 1,128,632

当期末残高 1,722,000 1,106,419 10,579,560 △1,781,638 11,626,340

その他の包括利益累計額

純資産合計その他有価証券評価差

額金
為替換算調整勘定

退職給付に係る調整累

計額

その他の包括利益累計

額合計

当期首残高 312,539 17,387 29,972 359,899 10,857,607

当期変動額

剰余金の配当 △309,221

親会社株主に帰属す

る当期純利益
1,430,321

自己株式の処分 7,616

自己株式の取得 △83

株式給付信託による

自己株式の処分
―

株式給付信託による

自己株式の取得
―

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

470,939 23,046 △9,194 484,792 484,792

当期変動額合計 470,939 23,046 △9,194 484,792 1,613,425

当期末残高 783,478 40,434 20,778 844,691 12,471,032
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当連結会計年度(自 2024年４月１日 至 2025年３月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 1,722,000 1,106,419 10,579,560 △1,781,638 11,626,340

当期変動額

剰余金の配当 △405,483 △405,483

親会社株主に帰属す

る当期純利益
1,915,116 1,915,116

自己株式の処分 151,375 93,625 245,000

自己株式の取得 △45 △45

株式給付信託による

自己株式の処分
110,498 110,498

株式給付信託による

自己株式の取得
△245,000 △245,000

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 ― 151,375 1,509,633 △40,922 1,620,085

当期末残高 1,722,000 1,257,794 12,089,193 △1,822,560 13,246,426

その他の包括利益累計額

純資産合計その他有価証券評価差

額金
為替換算調整勘定

退職給付に係る調整累

計額

その他の包括利益累計

額合計

当期首残高 783,478 40,434 20,778 844,691 12,471,032

当期変動額

剰余金の配当 △405,483

親会社株主に帰属す

る当期純利益
1,915,116

自己株式の処分 245,000

自己株式の取得 △45

株式給付信託による

自己株式の処分
110,498

株式給付信託による

自己株式の取得
△245,000

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

△291,753 △40,434 41,197 △290,990 △290,990

当期変動額合計 △291,753 △40,434 41,197 △290,990 1,329,095

当期末残高 491,725 ― 61,975 553,701 13,800,127
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

当連結会計年度
(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 2,195,421 2,665,850

減価償却費 153,704 151,852

減損損失 153 ―

固定資産除売却損益（△は益） 7,169 ―

貸倒引当金の増減額（△は減少） △6,331 10,545

賞与引当金の増減額（△は減少） 30,081 △13,050

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 20,600 13,000

株式給付引当金の増減額（△は減少） 12,380 46,569

役員株式給付引当金の増減額（△は減少） 38,582 △49,404

訴訟損失引当金の増減額（△は減少） 65,984 △13,421

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 36,917 △43,466

商品取引責任準備預金の増減額（△は増加） ― △157,415

保険解約返戻金 △6,022 △4,762

為替換算調整勘定取崩損益（△は益） ― △55,064

受取利息及び受取配当金 △87,687 △76,871

支払利息 15,150 18,311

為替差損益（△は益） △2,985 12,164

投資事業組合運用損益（△は益） 6,103 4,378

投資有価証券売却損益（△は益） △173,337 △393,847

投資有価証券評価損益（△は益） ― 98,055

委託者未収金の増減額（△は増加） △16,412 15,188

委託者未払金の増減額（△は減少） 389,070 △1,494,471

差入保証金の増減額（△は増加） △10,855,126 △15,882,434

預り証拠金の増減額（△は減少） 13,408,359 18,523,134

金融商品取引保証金の増減額（△は減少） 501,783 9,354,307

委託者先物取引差金（借方）の増減額（△は増加） △5,126,096 △6,381,451

未収委託者取引差金の増減額（△は増加） △2,009 △987,378

未払委託者取引差金の増減額（△は減少） 1,728,049 △2,391,582

その他 151,430 △275,538

小計 2,484,931 2,693,197

利息及び配当金の受取額 87,687 75,364

利息の支払額 △14,713 △18,741

損害賠償金の支払額 △6,600 △48,000

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △599,783 △935,990

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,951,521 1,765,829
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(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

当連結会計年度
(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の取得による支出 ― △1,000,000

有形固定資産の取得による支出 △44,173 △21,776

有形固定資産の売却による収入 1,620 ―

無形固定資産の取得による支出 △52,647 △16,700

投資有価証券の取得による支出 △190,398 △421,944

投資有価証券の売却による収入 287,801 618,790

貸付による支出 ― △192

貸付金の回収による収入 1,469 698

投資事業組合からの分配による収入 ― 1,200

保険積立金の解約による収入 15,197 12,915

敷金及び保証金の差入による支出 △2,122 ―

投資活動によるキャッシュ・フロー 16,747 △827,009

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 ― 4,600,000

短期借入金の返済による支出 ― △4,600,000

自己株式の取得による支出 △83 △45

配当金の支払額 △308,534 △405,042

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △190 △1,999

財務活動によるキャッシュ・フロー △308,809 △407,088

現金及び現金同等物に係る換算差額 29,540 △48,838

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,688,999 482,894

現金及び現金同等物の期首残高 5,965,960 7,654,960

現金及び現金同等物の期末残高 ※1 7,654,960 ※1 8,137,854



豊トラスティ証券株式会社(8747) 2025年３月期 決算短信

15

（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項)

１．連結の範囲に関する事項

すべての子会社を連結しております。

連結子会社の数

２社

連結子会社の名称

ユタカ・アセット・トレーディング㈱

ユタカエステート㈱

連結子会社であった「YUTAKA SHOJI MALAYSIA SDN.BHD.」は、清算に伴い、連結の範囲から除外しておりま

す。

２．持分法の適用に関する事項

(1) 持分法適用の非連結子会社数

―社

(2) 持分法適用の関連会社数

―社

３．連結子会社の事業年度等に関する事項

連結子会社の決算日は、連結決算日と一致しております。

４．会計方針に関する事項

(1) 重要な資産の評価基準及び評価方法

① 有価証券

・ その他有価証券

ａ. 市場価格のない株式等以外のもの

時価法(評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定)

ｂ. 市場価格のない株式等

移動平均法による原価法

なお、投資事業有限責任組合及びそれに類する組合への出資(金融商品取引法第２条第２項により有価証券と

みなされるもの)は組合契約に規定される決算報告日に応じて入手可能な最近の決算書を基礎とし、持分相当

額を純額で取り込む方法によっております。

② 保管有価証券

㈱日本証券クリアリング機構の先物・オプション取引に係る取引証拠金等に関する規則に基づく充用価格に

よっております。

③ デリバティブ

時価法

④ 棚卸資産

ａ. 商品

個別法による原価法(収益性の低下による簿価切下げの方法)

ｂ. トレーディング目的で保有する商品

時価法

(2) 重要な減価償却資産の減価償却の方法

① 有形固定資産(リース資産を除く)

定率法

ただし、1998年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備は除く）並びに2016年４月１日以降に取得した

建物附属設備及び構築物については、定額法を採用しております。
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なお、主な耐用年数は次のとおりであります。

建物及び構築物 ５年～47年

器具及び備品 ４年～20年

② 無形固定資産(リース資産を除く)

定額法

なお、主な償却年数は次のとおりであります。

ソフトウエア(自社利用分) ５年(社内における利用可能期間)

③ リース資産

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。

(3) 重要な引当金及び特別法上の準備金の計上基準

① 貸倒引当金

期末債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の

債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。

② 賞与引当金

従業員への賞与の支給に充てるため、過去の支給実績額を勘案し、当連結会計年度の負担すべき支給見込額

を計上しております。

③ 役員賞与引当金

役員への賞与の支給に充てるため、当連結会計年度の負担すべき支給見込額を計上しております。

④ 株式給付引当金

株式給付規程に基づく従業員への当社株式又は金銭の給付に備えるため、当連結会計年度末における株式給

付債務の見込額に基づき計上しております。

⑤ 役員株式給付引当金

役員株式給付規程に基づく役員への当社株式又は金銭の給付に備えるため、当連結会計年度末における株式

給付債務の見込額に基づき計上しております。

⑥ 役員退職慰労引当金

役員の退職慰労金の支給に備えるため、内規に基づく当連結会計年度末要支給額を計上しております。

⑦ 訴訟損失引当金

商品取引事故及び金融商品取引事故等による損失に備えるため、損害賠償請求等に伴う損失の見込額のうち、

商品取引責任準備金及び金融商品取引責任準備金の期末残高を勘案して、当連結会計年度において必要と認

められる金額を計上しております。

⑧ 商品取引責任準備金

商品取引事故による損失に備えるため、商品先物取引法第221条の規定に基づいて計上しております。

⑨ 金融商品取引責任準備金

金融商品取引事故による損失に備えるため、金融商品取引法第46条の５の規定に基づいて計上しておりま

す。

(4) 退職給付に係る会計処理の方法

① 退職給付見込額の期間帰属方法

退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当連結会計年度末までの期間に帰属させる方法については、

給付算定式基準によっております。

② 数理計算上の差異及び過去勤務費用の費用処理方法

過去勤務費用は、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数(５年)による定額法により費用

処理しております。

数理計算上の差異は、各連結会計年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数(５年)

による定額法により按分した額をそれぞれ発生の翌連結会計年度から費用処理しております。

(5) 重要な収益及び費用の計上基準

① 商品デリバティブ取引

主に金融商品取引法及び商品先物取引法に基づく商品デリバティブ取引の受託業務を行っております。当該
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取引の受託については委託者の取引が約定した時点で収益を認識しております。

② 金融商品取引

主に金融商品取引法に基づく取引所株価指数証拠金取引、取引所為替証拠金取引及び株価指数先物取引の受

託業務を行っております。当該取引の受託については委託者の取引が約定した時点で収益を認識しておりま

す。

③ 証券媒介取引

主に媒介先との金融商品取引業務に関する業務委託基本契約に基づく有価証券の売買の媒介業務を行ってお

ります。当該取引の媒介については委託者の取引が約定した時点で収益を認識しております。

(6) 重要なヘッジ会計の方法

① ヘッジ会計の方法

金利スワップについては、特例処理の要件を満たしているため、特例処理を適用しております。

② ヘッジ手段とヘッジ対象

ヘッジ手段：金利スワップ

ヘッジ対象：借入金の利息

③ ヘッジ方針

借入金の金利変動リスクを回避する目的で金利スワップを行っております。

④ ヘッジ有効性評価の方法

金利スワップの特例処理を採用しているため、ヘッジ有効性評価は省略しております。

(7) のれんの償却方法及び償却期間

５年の定額法により償却しております。

(8) 連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

手許現金、要求払預金及び取得日から３ヶ月以内に満期日の到来する流動性の高い、容易に換金可能で、か

つ、価値の変動について僅少なリスクしか負わない短期的な投資からなっております。

(9) その他連結財務諸表作成のための重要な事項

・ 資産に係る控除対象外消費税等の会計処理

資産に係る控除対象外消費税及び地方消費税は当連結会計年度の費用として処理しております。

(表示方法の変更)

(連結キャッシュ・フロー計算書関係)

前連結会計年度において、「営業活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含めておりました「未収委託

者取引差金の増減額」及び「未払委託者取引差金の増減額」は、それぞれ重要性が増したため、当連結会計年度よ

り独立掲記することとしております。この表示方法の変更を反映させるため、前連結会計年度の連結財務諸表の組

み替えを行っております。この結果、前連結会計年度の連結キャッシュ・フロー計算書において、「営業活動によ

るキャッシュ・フロー」の「その他」に表示していた1,877,470千円は、「未収委託者取引差金の増減額」△2,009

千円、「未払委託者取引差金の増減額」1,728,049千円、及び「その他」151,430千円として組み替えております。

(会計方針の変更)

(「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用)

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号 2022年10月28日。以下「2022年改正会

計基準」という。）等を当連結会計年度の期首から適用しております。

法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第20-３項

ただし書きに定める経過的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第28号

2022年10月28日。以下「2022年改正適用指針」という。）第65-２項(2)ただし書きに定める経過的な取扱いに従っ

ております。なお、当該会計方針の変更による前連結会計年度の連結財務諸表への影響はありません。

また、連結会社間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を税務上繰り延べる場合の連結財務諸表に

おける取扱いの見直しに関連する改正については、2022年改正適用指針を当連結会計期間の期首から適用しており

ます。当該会計方針の変更は、遡及適用され、前連結会計年度については遡及適用後の連結財務諸表となっており

ます。なお、当該会計方針の変更による前連結会計年度の連結財務諸表への影響はありません。



豊トラスティ証券株式会社(8747) 2025年３月期 決算短信

18

(連結貸借対照表関係)

※１ 担保資産及び担保付債務

(1) 担保に供している資産及び担保付債務は、次のとおりであります。

(担保に供している資産)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当連結会計年度
(2025年３月31日)

現金及び預金 50,000千円 50,000千円

その他（流動資産） －千円 300,000千円

建物及び構築物 661,722千円 630,196千円

土地 2,085,938千円 2,085,938千円

投資有価証券 1,040,720千円 －千円

合計 3,838,380千円 3,066,134千円

(担保に係る債務)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当連結会計年度
(2025年３月31日)

短期借入金 700,000千円 700,000千円

（注)1. 商品先物取引法第179条第７項の規定に基づく銀行等の保証による契約預託額は、前連結会計年度600,000千

円、当連結会計年度600,000千円であります。

2. 商品先物取引法施行規則第98条第１項第４号の規定に基づく委託者保護基金代位弁済保証額は、前連結会計

年度1,000,000千円、当連結会計年度1,000,000千円であります。

3. 金融商品取引業等に関する内閣府令附則（平成26年２月26日内閣府令第11号）第２条第１項第４号の規定に

基づく委託者保護基金代位弁済保証額は、前連結会計年度500,000千円、当連結会計年度500,000千円であり

ます。

(2) 預託している資産は、次のとおりであります。

(商品デリバティブ取引の取引証拠金の代用として、㈱日本証券クリアリング機構等に預託している資産)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当連結会計年度
(2025年３月31日)

保管有価証券 26,863,192千円 28,497,071千円

(3) 分離保管している資産は、次のとおりであります。

(商品先物取引法第210条等の規定に基づき所定の金融機関等に分離保管されている資産)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当連結会計年度
(2025年３月31日)

現金及び預金 333,630千円 －千円

（注)1. 商品先物取引法施行規則第98条第１項第４号の規定に基づく委託者保護基金代位弁済保証額は、前連結会計

年度1,000,000千円、当連結会計年度1,000,000千円であります。

2. 金融商品取引法第43条の２の２、金融商品取引業等に関する内閣府令等の一部を改正する内閣府令及び特定

基金代位弁済保証業務実施要領の規定に基づく委託者保護基金代位弁済保証額は、前連結会計年度500,000

千円、当連結会計年度500,000千円であります。

3. 商品先物取引法第210条の規定等に基づき、分離保管しなければならない委託者資産保全対象財産の金額は、

前連結会計年度333,630千円、当連結会計年度-千円であります。

※２ 委託者先物取引差金

商品デリバティブ取引において委託者の計算による未決済玉に係る約定代金と決算期末日の時価との差損益金の

純額であって、㈱日本証券クリアリング機構を経由して受払清算された金額であります。

※３ 特別法上の準備金の計上を規定した法令の条項は、次のとおりであります。

商品取引責任準備金 商品先物取引法第221条

金融商品取引責任準備金 金融商品取引法第46条の５
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(連結損益計算書関係)

※１ 人件費の内容は、次のとおりであります。

前連結会計年度
(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

当連結会計年度
(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

役員報酬 308,333千円 303,594千円

従業員給与 2,378,250千円 2,506,244千円

歩合外務員報酬 7,118千円 9,528千円

その他の報酬・給料 47,030千円 46,068千円

退職金 －千円 10,429千円

福利厚生費 432,096千円 438,044千円

賞与引当金繰入額 188,434千円 175,384千円

退職給付費用 88,767千円 91,438千円

合計 3,450,030千円 3,580,732千円

※２ 固定資産売却益の内容は、次のとおりであります。

前連結会計年度
(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

当連結会計年度
(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

機械設備及び運搬具 1,294千円 －千円

※３ 固定資産除売却損の内容は、次のとおりであります。

前連結会計年度
(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

当連結会計年度
(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

建物及び構築物 8,454千円 －千円

器具及び備品 10千円 －千円

合計 8,464千円 －千円
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(連結包括利益計算書関係)

※１ その他の包括利益に係る組替調整額並びに法人税等及び税効果額

前連結会計年度
(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

当連結会計年度
(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

その他有価証券評価差額金

当期発生額 852,120千円 △805,048千円

組替調整額 △173,337千円 393,847千円

法人税等及び税効果調整前 678,782千円 △411,200千円

法人税等及び税効果額 △207,843千円 119,447千円

その他有価証券評価差額金 470,939千円 △291,753千円

為替換算調整勘定

当期発生額 23,046千円 14,630千円

組替調整額 －千円 △55,064千円

法人税等及び税効果調整前 23,046千円 △40,434千円

法人税等及び税効果額 －千円 －千円

為替換算調整勘定 23,046千円 △40,434千円

退職給付に係る調整額

当期発生額 △2,929千円 47,924千円

組替調整額 △6,265千円 △6,726千円

法人税等及び税効果調整前 △9,194千円 41,197千円

法人税等及び税効果額 －千円 －千円

退職給付に係る調整額 △9,194千円 41,197千円

その他の包括利益合計 484,792千円 △290,990千円

(連結株主資本等変動計算書関係)

前連結会計年度(自 2023年４月１日 至 2024年３月31日）

１．発行済株式に関する事項

(単位：株)

株式の種類 当連結会計年度期首 増加 減少 当連結会計年度末

普通株式 8,897,472 － － 8,897,472

２．自己株式に関する事項

(単位：株)

株式の種類 当連結会計年度期首 増加 減少 当連結会計年度末

普通株式 3,404,606 76 15,600 3,389,082

（注)1. 普通株式の自己株式の株式数には、株式給付信託(J-ESOP及びBBT)制度の信託財産として㈱日本カストディ

銀行(信託Ｅ口)が保有する自社の株式(当連結会計年度期首341,500株、当連結会計年度末325,900株)が含ま

れております。

2. (変動事由の概要)

端数株式の買取りによる増加 76株

株式給付信託(J-ESOP)の受益権行使による減少 1,600株

株式給付信託(BBT)の受益権行使による減少 14,000株
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３．配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の
総額(注)

１株当たり
配当額

基準日 効力発生日

2023年６月29日
定時株主総会

普通株式 309,221千円 53.00円 2023年３月31日 2023年６月30日

（注) 2023年６月29日定時株主総会決議による配当金の総額には、株式給付信託(J-ESOP及びBBT)制度の信託財産として㈱日本カストディ銀

行(信託Ｅ口)が保有する自社の株式に対する配当金18,099千円が含まれております。

(2) 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

決議 株式の種類
配当金の
総額(注)

配当の原資
１株当たり
配当額

基準日 効力発生日

2024年６月27日
定時株主総会

普通株式 405,483千円 利益剰余金 69.50円 2024年３月31日 2024年６月28日

（注) 2024年６月27日定時株主総会決議による配当金の総額には、株式給付信託(J-ESOP及びBBT)制度の信託財産として㈱日本カストディ銀

行(信託Ｅ口)が保有する自社の株式に対する配当金22,650千円が含まれております。

当連結会計年度(自 2024年４月１日 至 2025年３月31日）

１．発行済株式に関する事項

(単位：株)

株式の種類 当連結会計年度期首 増加 減少 当連結会計年度末

普通株式 8,897,472 － － 8,897,472

２．自己株式に関する事項

(単位：株)

株式の種類 当連結会計年度期首 増加 減少 当連結会計年度末

普通株式 3,389,082 175,029 320,990 3,243,121

（注)1. 普通株式の自己株式の株式数には、株式給付信託(J-ESOP及びBBT-RS)制度の信託財産として㈱日本カストデ

ィ銀行(信託Ｅ口)が保有する自社の株式(当連結会計年度期首325,900株、当連結会計年度末354,910株)が含

まれております。

2. (変動事由の概要)

端数株式の買取りによる増加 29株
株式給付信託（J-ESOP及びBBT-RS）の追加拠出
による増加

175,000株

株式給付信託（J-ESOP及びBBT-RS）の追加拠出
に伴う第三者割当による自己株処分による減少

175,000株

株式給付信託（BBT-RS）の譲渡制限付株式給付
による減少

138,390株

株式給付信託（J-ESOP）の受益権行使による減
少

7,600株

３．配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の
総額(注)

１株当たり
配当額

基準日 効力発生日

2024年６月27日
定時株主総会

普通株式 405,483千円 69.50円 2024年３月31日 2024年６月28日

（注) 2024年６月27日定時株主総会決議による配当金の総額には、株式給付信託(J-ESOP及びBBT)制度の信託財産とし

て㈱日本カストディ銀行(信託Ｅ口)が保有する自社の株式に対する配当金22,650千円が含まれております。

(2) 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

決議 株式の種類
配当金の
総額(注)

配当の原資
１株当たり
配当額

基準日 効力発生日

2025年６月27日
定時株主総会

普通株式 516,796千円 利益剰余金 86.00円 2025年３月31日 2025年６月30日

（注) 2025年６月27日定時株主総会決議による配当金の総額には、株式給付信託(J-ESOP及びBBT-RS)制度の信託財産

として㈱日本カストディ(信託Ｅ口)が保有する自社の株式に対する配当金30,522千円が含まれております。
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(連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１ 現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとおりであり

ます。

前連結会計年度
(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

当連結会計年度
(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

現金及び預金勘定 7,978,707千円 8,470,274千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △100,000千円 △100,000千円

商品取引責任準備預金 △197,689千円 △197,689千円

金融商品取引責任準備預金 △26,057千円 △34,730千円

現金及び現金同等物 7,654,960千円 8,137,854千円

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社グループの事業セグメントは、主として商品デリバティブ取引の受託及び自己売買、並びに金融商品取引

の受託及び自己売買の商品デリバティブ取引業等の単一セグメントであり重要性が乏しいため、セグメント情報

の記載を省略しております。

【関連情報】

１．製品及びサービスごとの情報

単一の製品・サービスの区分の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略

しております。

２．地域ごとの情報

(1) 売上高

本邦の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しております。

(2) 有形固定資産

本邦に所在している有形固定資産の金額が連結貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるため、記載を

省略しております。

３．主要な顧客ごとの情報

外部顧客への売上高のうち、連結損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載はありませ

ん。

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

前連結会計年度(自 2023年４月１日 至 2024年３月31日)

当社グループの事業セグメントは、主として商品デリバティブ取引の受託及び自己売買、並びに金融商品取引

の受託及び自己売買の商品デリバティブ取引業等の単一セグメントであり重要性が乏しいため、記載を省略して

おります。

当連結会計年度(自 2024年４月１日 至 2025年３月31日)

当社グループの事業セグメントは、主として商品デリバティブ取引の受託及び自己売買、並びに金融商品取引

の受託及び自己売買の商品デリバティブ取引業等の単一セグメントであり重要性が乏しいため、記載を省略して

おります。

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

該当事項はありません。

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

前連結会計年度
(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

当連結会計年度
(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

１株当たり純資産額 2,264.01円 2,440.62円

１株当たり当期純利益 259.93円 343.86円

（注)1. 潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

2. 株主資本において自己株式として計上されている信託に残存する自社の株式は、１株当たり純資産額の算定

上、期末発行済株式総数から控除する自己株式数に含めており、また、１株当たり当期純利益の算定上、期

中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております。前連結会計年度の１株当たり純資産額の

算定上、控除した当該自己株式の期末株式数は325,900株であり、１株当たり当期純利益の算定上、控除し

た当該自己株式の期中平均株式数は331,541株であります。当連結会計年度の１株当たり純資産額の算定上、

控除した当該自己株式の期末株式数は354,910株であり、１株当たり当期純利益の算定上、控除した当該自

己株式の期中平均株式数は381,462株であります。

3. １株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前連結会計年度

(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

当連結会計年度
(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

親会社株主に帰属する当期純利益 (千円) 1,430,321 1,915,116

普通株主に帰属しない金額 (千円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純利益 (千円) 1,430,321 1,915,116

普通株式の期中平均株式数 (千株) 5,502 5,569

4. １株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前連結会計年度
(2024年３月31日)

当連結会計年度
(2025年３月31日)

純資産の部の合計額 (千円) 12,471,032 13,800,127

純資産の部の合計額から控除する金額 (千円) － －

普通株式に係る期末の純資産額 (千円) 12,471,032 13,800,127

１株当たり純資産額の算定に
用いられた期末の普通株式の数

(千株) 5,508 5,654

(重要な後発事象)

該当事項はありません。


